教材番号　　民事事件№4
対象　　　　小・中・高
～入手困難なゲームソフトが半額で買える！はずが～
　　　　　　　　　　　　　　

１　事例

中学３年生の僕（私）は，４月１８日，Ｂ店の「ゲームソフト在庫一掃セール　セール対象ソフトを２万円以上購入した方の内，先着３０名様には，６月１７日発売開始のＡ社最新機種a（販売価格10万円）を半額の５万円で発売します。」とのチラシを見て，同店から欲しくもないセール対象ソフト２万円分を購入し，最新ゲーム機aの最新ゲーム機aの購入予約をして，同店指定の口座に５万円を振り込みました。しかし，結局，６月１７日に最新ゲーム機aを入手することはできませんでした。Ｂ店の店員からは，「最初から６月１７日に引き渡すとは言っていない。次の入荷日である８月１５日に手に入れたければ追加で５万円が必要である。その次の入荷は９月になる。」との説明を受けました。なお，僕（私）には，夏休みになる前の約１ヶ月間だけ最新のゲーム機で思う存分遊んで，夏休みからは受験勉強に専念しようと決心していたという事情がありました。
⑴　僕（私）は，Ｂ店に対して，どのような請求ができるでしょうか。
⑵　今回のトラブルが起こらないようにするために，僕（私）が注意すべきだったのはどんな点だったでしょうか。
２　テーマ・ポイント
まず，契約が合意によって成立すること，契約の当事者は合意によって成立した契約に法的に拘束されるものであることを学習する。
そのような契約の本質を踏まえ，社会生活においてトラブルを防止するためには，契約をするに際しどのような点に注意すべきかを学ぶ。
３　授業の進め方（一例）
　⑴　弁護士が契約や私的自治についての簡単な説明を行ったうえで，本事例では合意が成立しているのかを考えてもらい，自由に意見を述べてもらう。

⑵　⑴の議論を踏まえ，本事例においてどのような請求ができるかについても考え，意見を述べてもらう。その後，現行法上どのような請求ができるかにつき弁護士が解説。
⑶　⑴⑵で学習した結果を踏まえ，事前にどのような点に注意すべきだったかにつき考え，自由に意見を述べてもらう。　　　　　　　　　　
以　上
